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一般的に感染歯質を除去し、窩洞外形を整
えた後に印象採得を行う。しかし、形成され
た歯面は象牙細管が露出したままの状態に
なっており、そのまま修復物を接着すること
は歯に対して非常に暴力的である。また形成

形成前のう蝕処置

前回はIOSの精度とその特徴について記述した。しかし、これだけIOSやCAD/CAM関連機器、CAM
ソフトが進化しても実臨床での適合不良や術後の不快症状に悩む声をよく聞く。今回はIOSのスキャン精
度の向上や術後の不快症状を抑制するにはどういったことに気を付けるべきなのかについて報告する。
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光学印象前にやっておきたいこと

P H２で形成後象牙質の処理に最も適切であ
り、歯面処理によりスメア層の除去と象牙細
管周囲のコラーゲン繊維が露出する。しかし
象牙細管を閉鎖しているスメアプラグは除去
されないため術後不快症状の発生を防止でき
る（図２）。セルフエッチングプライマーを規
定の処理時間に従い実行したのちボンドを塗

によって除去されるエナメル質を
最小限に抑えるためにも形成直後
の露出した象牙細管のシーリング

（I.D.S：イミディエイトデンチンシー
リング）とフロアブルレジンによる
レジンコーティングを行うことが推
奨されている（図１）。窩洞内面の感
染歯質を除去完了後にセルフエッチ
ングプライマー（メガボンドが代表
的）を用いて、形成歯面の処理を行
う。セルフエッチングプライマーは

図１　不快症状と破折・脱力の防止にI.D.S法とレジンコー
ティングは必要不可欠
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窩洞内面の歯面処理が完了したのち、露出
象牙質面に対して一層のフロアブルレジンに
よるコーティングと内部を抉り取るような深い
感染資質が存在した部位にはフロアブルレジ
ンを充填し窩洞内面の最終形成を行う。これ
によりエナメル質の切削を最小限に抑えるこ
とが可能となる（図４）。全ての症例で以上の
ステップで光学印象を行う必要がある。I.D.S

図２　近年は象牙質にはリン酸エッチングを行わない。低いP Hは象牙細管を
閉鎖しているスメアプラグを完全に除去してしまい不快症状の発生につながる。
またコラーゲンネットワークを構成するハイドロキシアパタイト結晶も消失する

（SEM像：クラレノリタケ提供）

図３　レジンコーティングは歯質との初期接着強さを大きくする

布すると、プライ
ミングが終了した
歯面にボンドが浸
透し光照射により
硬化する。樹脂含
浸 層 の 完 成 で あ
る。ここで初めて
接着力を持つ。最
も強い初期接着力
が得られるのはメ
ガボンドに代表さ
れるセルフエッチ
ングプライマーに
よる歯面処理であ
り、いわゆる傾斜
機能的樹脂含浸層
を形成することに
よる１)。

歯面に対する初
期 接 着 力 の 比 較
においてレジンセ
メントを直接作用
させた初期接着力
は意外に低いこと
が知られている。
I.D.S法による歯面
処理は接着に有効
である（図３）２）。

法とレジンコーティングにより露出した象牙
細管は完全に閉鎖され不快症状の発生も防止
できる（図５）。

CAD/CAM冠やセラミッククラウンのよ
うな外側性窩洞にはレジン系の歯科用シーリ
ング・コーティング剤での形成象牙質面の処
理を行うことが有効である。
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小臼歯CAD/CAM冠が保険収載された直
後に脱離に関しての報告が多く見られた。
工場で完全な重合環境で製造されたCAD/
CAMブロックは接着に必要な未反応なモノ
マーを含まない完全重合体である。接着が困
難なものを口腔内で維持するには形成に関し
ての理解も必要である。具体的には合着型デ
ザインと接着型デザインを併せ持った支台

CAD/CAM冠の形成に関して

歯形成が必要となる。合着型歯冠補
綴の鉄則は歯種によって異なるが
基本原則として①支台歯長は４mm
以上②テーパーは４～８°③スペー
サーは20～50μ程度とされている。
すなわち合着はリテンション（維持、
保持）とフリクション（摩擦抵抗）に
よって補綴物は歯質に維持されてい
る状態であり、接着のように歯質と
は一体化していない。

一方、接着型形成は①支台歯長は
４mm以下でも構わない②テーパー
は５～10°③角をなくし応力を歯質
に分散させる形態であり、歯面接着
処理と修復物接着処理により歯と支
台歯は構造上、一体化される（図６）。

CAD/CAM冠は脆く、たわみ易い
材料学的特性から支台歯鋭端部の存
在は破折を引き起こす。しかし接着
が困難であることを考慮すると、あ
る程度支台歯に維持を求める必要が
ある。よって支台歯の歯肉側1/2は
テーパーを合着型形成のように強く
形成する。歯冠側1/2はオールセラ
ミック形成に準じた形成を行う。支
台歯の移行部は滑らかに仕上げ、形

図４　カリエスが深層に及ぶ場合は可及的にエナメルを保存
するように除去する。その後、CR充填し窩洞外形を決定する。
術前のCO、CRの咬合診査が重要

図５　I.D.S法とレジンコーティングの一連の流れ。同時にセ
ラミックの適正厚みの補正もCRで行う

図６　似ているようで全く異なる接着と合着
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図７　CAD/CAM冠の形成ガイドライン。「クラレノリタケ　カタナアベ
ンシアブロック」資料より引用

図９　CAD/CAM冠における形成での禁忌事項。
「クラレノリタケ　カタナアベンシアブロック」資
料より改変引用

図８　CAD/CAM冠における形成での禁忌事項。
「クラレノリタケ　カタナアベンシアブロック」資
料より改変引用

成自体は２面 形 成を
心掛ける。マージン形
態はスロープドラウン
デットショルダーが好
ましい。ショルダー幅
は 全 周 １mmを 鉄 則
とする。全周90°のス
テップ 形 成は軸 壁 面
移行部でのCAD変換
エラーにつながるため
禁忌である。正確なス
キャンデーター取得の
ためにも軸壁面の移行

部は滑らかに移行させるべきである（図７）。
クリアランスに関してはメタルと異なり十

分なクリアランスが必要である。機能咬頭直
下では最低でも1.5mmのクリアランスは確
保することが必要である。外側性窩洞の形成
に関する禁忌例を図示する（図８、９、10）。

う蝕治療のための窩洞形態の分類として
ブラックの窩洞分類が周知されているが、
CAD/CAMを用いた内側性窩洞修復において

内側性窩洞の形成について
（保険診療適用外）

図10　CAD/CAM冠における形成での禁忌事
項。「クラレノリタケ　カタナアベンシアブロッ
ク」資料より改変引用
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は加工機による修復物が製作されるため、ブ
ラックの分類による窩洞形態が製作に悪影響
を及ぼすケースが多い。複雑な窩洞外形は加
工機の切削バーの直径と大きく関係する。つ
まり切削バーの直径より細かな窩洞外形線は
切削不可能である。またメタルインレー特有
の複雑な窩洞外形線は加工機による切削には
好ましくない。セラミックインレーやレジン
インレーは接着性修復物であるため、メタル
インレーなどの合着に依存する修復とは異な

⑧ 　加工機の特性に合わせた窩洞形態（切削
バーの直径を考慮）
などが挙げられる（図12）。 （つづく）
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図11　CAD/CAMを用いた内側性窩洞修復で禁忌となる窩洞外形

り保持形態、抵抗形態、便宜
形態を必要としない。また、
線 角 や 点 角 の 存 在 はCAD/
CAM修復物の適合性に極め
て悪影響を与える。すなわち
歯科医師は加工機の切削特性
に合わせた形成を行うことが
要求される（図11）。

要求される窩洞形態は以下
の通り。
① 　可能な限りシンプルな窩

洞外形
② 　可能な限り予防拡大は行

わない
③ 　ベベルを付与しない
④ 　修復物を窩洞内に維持・

保持する形態は付与しない
⑤ 　術前のCO、CR確認によ

るマージンライン設定
⑥ 　線角・点角は適合不良や

修復物（セラミックス）の
破折を引き起こす

⑦ 　スライスカットは付与し
ない（セラミックの破折、
適合不良）

図12　CAD/CAMを用いた内側性窩洞修復で禁忌となる窩洞外形
と適正な窩洞外形の比較とポイント

50 月刊保団連　2021.6 No.1347


